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東
京
都
手
話
言
語
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
十
号

東
京
都
手
話
言
語
条
例

手
話
は
、
物
の
名
前
や
抽
象
的
な
概
念
等
を
手
指
の
動
き
や
表
情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
表
現
す
る
独

か
ん

自
の
文
法
を
持
つ
一
つ
の
言
語
で
あ
っ
て
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
し
、
知
的
か
つ
心
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
の
言
語
活
動
の
文
化
的
所
産
で
あ
る
。

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
で
は
、
言
語
は
音
声
言
語
及
び
手
話
そ
の
他
の
形
態
の
非
音
声
言
語

を
い
う
と
さ
れ
、
障
害
者
基
本
法
で
も
、
手
話
が
言
語
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
我
が
国
で
は
、
過
去
の
一
時
期
に
ろ
う
学
校
で
手
話
の
使
用
が
事
実
上
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、

手
話
の
使
用
に
つ
い
て
様
々
な
制
約
を
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
に
対
す

る
理
解
が
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
手
話
を
必
要
と
す
る
様
々
な
世
代
の
人
々
が
、
個
々
の
特
性
に
応
じ
て
言
語

と
し
て
手
話
を
獲
得
し
、
手
話
で
学
び
、
手
話
を
学
び
、
手
話
を
使
い
、
手
話
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ろ
う
者
、
難
聴
者
、
中
途
失
聴
者
な
ど
手
話
を
必
要
と
す
る
者
の
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
が
尊
重
さ

れ
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
手
話
が
独
自
の
文
法
を
持
つ
一
つ
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
手
話

に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
東
京
都
（
以
下
「
都
」
と

い
う
。
）
の
責
務
並
び
に
都
民
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
都
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
ろ
う
者
、
難
聴
者
、

中
途
失
聴
者
な
ど
手
話
を
必
要
と
す
る
者
（
以
下
「
手
話
を
必
要
と
す
る
者
」
と
い
う
。
）
の
意
思

疎
通
を
行
う
権
利
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
東
京
都
手
話
言
語
条
例
（
条
例
第
一
一
〇
号
）

一

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
の
意
思
疎
通
を
行
う
権
利

が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
必

要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

㈠

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
は
、
一
人
一
人
が
、
社
会
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
旨

と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
定
め
ま
す
。

㈡

都
の
責
務
並
び
に
都
民
及
び
事
業
者
の
役
割
を
定
め
ま
す
。

㈢

都
は
、
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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（
基
本
理
念
）

第
二
条

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
は
、
手
話
が
独
自
の
文
法
を
持
つ
一
つ
の
言

語
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
一
人
一
人
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
社
会
を

構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
の
責
務
）

第
三
条

都
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と

い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
の
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
を
尊
重
し
、
特
別
区
及

び
市
町
村
（
以
下
「
区
市
町
村
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
手
話
に
対
す
る

理
解
の
促
進
、
手
話
の
普
及
そ
の
他
の
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

都
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
が
都
政
に
関
す
る
情
報
を
速
や
か
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
手
話
を
用
い
た
情
報
発
信
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
都
民
及
び
事
業
者
の
役
割
）

第
四
条

都
民
及
び
事
業
者
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
及
び
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
施
策
の
推
進
）

第
五
条

都
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
学
習
機
会
の
確
保
等
）

第
六
条

都
は
、
都
民
及
び
事
業
者
が
手
話
を
学
習
す
る
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
は
、
東
京
都
職
員
が
手
話
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
手
話
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
相
談
支
援
体
制
の
整
備
及
び
拡
充
）

第
七
条

都
は
、
区
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
相
談

支
援
体
制
の
整
備
及
び
拡
充
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
手
話
通
訳
者
の
派
遣
の
た
め
の
人
材
確
保
、
養
成
等
）

第
八
条

都
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
が
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
に
よ
る
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
区
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
手
話
通
訳
者
及
び
そ
の

指
導
者
の
確
保
、
養
成
並
び
に
手
話
技
術
及
び
専
門
性
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
へ
の
支
援
）

第
九
条

都
は
、
事
業
者
が
行
う
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

取
組
に
対
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
に
お
け
る
支
援
）

第
十
条

都
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
が
通
う
学
校
に
お
い
て
、
個
々
の
特
性

に
応
じ
て
手
話
を
獲
得
し
、
手
話
を
学
び
、
手
話
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

乳
幼
児
期
か
ら
手
話
を
獲
得
し
、
又
は
習
得
す
る
た
め
の
切
れ
目
な
い
学
習
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
。

二

教
員
そ
の
他
の
手
話
の
獲
得
又
は
習
得
を
支
援
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
教
員
等
」

と
い
う
。
）
に
対
し
、
手
話
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
手
話
を
習
得
し
、
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
手
話
に
通
じ
た
教
員
等
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。

三

手
話
を
必
要
と
す
る
乳
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
等
（
保
護
者
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
生
活
を
共
に
す
る
者
を
い
う
。
）
に
対
し
、
手
話
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
教
育
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
医
療
等
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
環
境
整
備
）

第
十
一
条

都
は
、
医
療
、
介
護
、
保
健
又
は
福
祉
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
が
行
う
、
手
話

を
必
要
と
す
る
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
取
組
に
対
し
て
、
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
手
話
の
普
及
啓
発
）

第
十
二
条

都
は
、
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
手
話
に
関
す
る
調
査
研
究
等
）

第
十
三
条

都
は
、
手
話
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
大
学
等
と
連
携
し
て
、
調
査
研
究
の
推
進
及
び
そ

の
成
果
の
普
及
を
支
援
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
時
に
お
け
る
措
置
）
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第
十
四
条

都
は
、
災
害
そ
の
他
の
非
常
事
態
に
お
い
て
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
が
必
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
的
確
に
取
得
し
、
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
区
市
町
村
そ
の
他
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
十
五
条

都
は
、
手
話
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
及
び
手
話
を

取
り
巻
く
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
時
代
の
要
請
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
者
そ
の
他
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
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